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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年７月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２９年３月２日 ０２時３０分ごろ 

発生場所 沖縄県南大東村南大東島北岸 

北幕
はぐ

上
うえ

四等三角点から真方位０６８°１,３００ｍ付近 

 （概位 北緯２５°５２.２′ 東経１３１°１５.５′） 

事故の概要  漁船邦
くに

江
え

丸は、漂泊中、南大東島北岸に乗り揚げた。 

 邦江丸は、船体が大破した。 

事故調査の経過 平成２９年３月３日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 邦江丸、１４トン 

ＯＮ２－０９３７（漁船登録番号）、個人所有 

１４.９２ｍ（Lr）×３.３２ｍ×１.３８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４７８.０８kＷ、昭和６１年６月２７日 

第２９６－２２８４０号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６２歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成１６年１０月２８日 

免許証交付日 平成２６年１０月１７日 

        （平成３１年１０月２７日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船体が大破（全損） 

 気象・海象 気象： 

本事故現場の南南西約３海里（Ｍ）付近に位置する南大東島地方気

象台の本事故当日の観測値は、次のとおりであった。 

時刻 

（時：分） 

平均 最大瞬間 

風向 風速(m/s) 風向 風速(m/s) 

01:30 南 6.2 南南西 8.6 

01:40 南 4.0 南 6.8 

01:50 南西 3.4 南南東 6.2 

02:00 西北西 6.1 北北西 9.6 
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02:10 北北西 5.9 北 9.7 

02:20 北 4.7 北北西 7.3 

02:30 北北西 4.0 北 7.1 

02:40 北北西 4.1 北 7.1 

海象：うねり 波高約４ｍ、潮汐 ほぼ低潮時 

南大東村には、平成２９年３月１日１６時２５分に強風及び波浪注

意報が発表され、本事故当時も継続中であった。 

 事故の経過 本船は、船長及び甲板員１人が乗り組み、南大東島南方沖でそでい
．．．

か
．
漁の操業を行った後、同島の島陰で荒天を避けることとし、同島に

接近したところ、風向が南から北に変わる予報が出されていたが、南

風であったので、船長が、風向が北に変わるまで同島北岸沖で待機し

ようと思い、同島北岸沖に移動した。 

船長は、平成２９年３月２日０２時００分ごろ南大東島北岸から約

０.５Ｍ離れた場所に着き、船首を南に向け、主機のクラッチを中立

にして漂泊を開始し、ＧＰＳプロッターの航跡を１０分間程度確認し

たところ北東方に流されているように見えたので、沖の方に流される

ものと予想し、操舵室右舷側の背もたれ付きの椅子に腰を掛けていた

ところ、いつしか居眠りに陥った。 

船長は、０２時３０分ごろ衝撃で目覚め、周囲の状況から南大東島

に乗り揚げたことに気付き、主機を後進にかけて離礁しようとしたも

のの、離礁させることができず、僚船を経由して海上保安庁に本事故

の発生を通報した。 

船長は、操舵室前方の船室に移動し、寝ていた甲板員を起こしてい

たところ、本船が波によって更に陸側に押されて岩場に当たり、本船

に残るのは危険であると思い、甲板員と共に救命胴衣を着用し、岩場

に上陸した。 

船長及び甲板員は、通報を受けて来援した地元消防団に救助され

た。 

本船は、大破し、その後、船体の残骸も海上から見えなくなった。 

（付図１ 事故発生場所概略図、付図２ ３月１日２１時の天気図、

付図３ ３月２日０３時の天気図 参照） 

 その他の事項 本船の喫水は、船首約１.０ｍ、船尾約２.０ｍであった。 

船長は、南大東村南大東漁港で主機排気管の修理を行った後、南大

東島南方沖の漁場に移動し、２月２８日０４時３０分～０８時ごろま

で漁具を入れ、昼間１時間程度の仮眠をとり、１１時～２０時ごろま

で漁具の回収を行った後、就寝していた。 

船長は、３月１日も２０時ごろまで２月２８日と同様な操業を行っ

た後、自らが船橋当直につき、南大東島北岸沖に移動した。 

船長は、南大東島北岸沖に向けて自動操舵により航行中、操業の疲
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れを感じて眠気があったものの、操船を続けていた。 

船長は、本事故当時、レーダーを使用し、探知した映像が一定の距

離に接近したときに警報を発するガードリング機能を２Ｍに設定した

ものの、南大東島に接近した際、警報音を聞かなかった。 

船長は、３月１日の気象情報で風向が南から北に変わり、うねりの

波高が約４ｍになる予報を聞いていたが、南大東島北岸沖に着いたと

き、南の風で弱く、北寄りの風に変わるように感じられなかった。 

海上保安庁のホームページには、２０１７年２月２４日に次の海の

安全情報が公開されていた。 

沖縄では旧暦２月（今年は新暦２月２６日から３月２７日）頃から

ニンガチカジマーイ（二月風廻
まわ

り）が発生し、天候が急変するおそれ

がありますので、海のレジャー活動を行う際は、最新の気象情報の入

手に努め、状況によっては中止するなど、必要な安全対策を講じまし

ょう。 

ニンガチカジマーイとは、旧暦２月頃、台湾付近で発生した小規模

な低気圧が、前線を伴いながら急速に発達し、速い速度で沖縄地方を

通過する際、南風から急激に強い北風に変わることにより、穏やかな

海上が一変し、波が高まって大時化
し け

の状態となる現象をいう。 

本船は、約５kℓの燃料油を搭載していたが、大破により全量が流出

した。 

船長は、約１５年間本船に乗り組んでいたが、南大東島沖で漂泊し

た経験がなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

本船は、南大東村に強風及び波浪注意報が発表され、風向が南から

北に変わる予報が出されている状況下、船長が、風向が北に変わるま

で南大東島北岸沖で待機しようと思って漂泊中に居眠りに陥ったこと

から、その後、北寄りに変化した風に圧流されて同島北岸に乗り揚げ

たものと考えられる。 

船長は、３月１日０４時３０分ごろから操業を開始し、昼間約１時

間の仮眠をとり、操業後、２０時ごろから２日０２時００分ごろまで

船橋当直についていたこと、及び漂泊開始場所において北東方（沖）

に流される状況であったことから、覚醒水準が低下し、居眠りに陥っ

たものと考えられる。 

本船が大破したことから、レーダーの接近警報の作動状況を明らか

にすることはできなかった。 

原因 本事故は、夜間、本船が、南大東村に強風及び波浪注意報が発表さ

れ、風向が南から北に変わる予報が出されている状況下、船長が、風
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向が北に変わるまで南大東島北岸沖で待機しようと思って漂泊中に居

眠りに陥ったため、その後、北寄りに変化した風に圧流されて同島北

岸に乗り揚げたものと考えられる。 

参考 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・漂泊する際には、風潮流の変化に注意すること。 

・漂泊中は、レーダーやＧＰＳプロッターの警報機能等を利用する

こと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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付図２ ３月１日２１時の天気図    付図３ ３月２日０３時の天気図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（気象庁提供資料） 


